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蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』の
調
査

　

蓬
左
文
庫
に
は『
日
次
記
』（
請
求
番
号
六
六
―
一
）と

い
う
書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
全
二
三
〇
冊

（
本
文
二
二
〇
冊
・
目
録
一
〇
冊
）か
ら
成
る
大
部
な
書
物

で
あ
り
、
本
文
二
二
〇
冊
は
甲
～
癸
の
十
干
に
分
節
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
録
一
冊
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
貴
族
の
記
録（
日
記
）を
年

代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
、
癸
二
〇
～
二
七
は
各
種
部

類
記
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち「
蓬
左
文
庫
典
籍
研
究
会
」は
、
二
〇
一
七

年
度
末
か
ら『
日
次
記
』の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き

た（『
蓬
左
』九
六
、
九
七
号
参
照
）。
そ
の
成
果
は
、
二
〇

一
九
年
一
月
十
三
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告

し
、
そ
の
後
、「
蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』の
基
礎
的
考

察
―
書
物
の
書
写
・
贈
与
・
相
続
を
め
ぐ
る
公
家
と
武

家
―
」（
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科『
人
間

文
化
研
究
』三
二
号
、二
〇
一
九
年
）を
発
表
し
、ネ
ッ
ト
上

に
も
公
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
成
果
の
一
部

を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

『
日
次
記
』と
そ
の
編
纂

　
『
日
次
記
』は
五
摂
家
の
一
つ
、
二
条
家
が
代
々
収

集
・
相
伝
し
て
き
た
記
録
を
年
代
順
に
配
列
し
編
纂

し
た
書
物
で
あ
る
。

　

従
来
、
そ
の
編
者
は
二に

条じ
ょ
う

良よ
し

基も
と（

一
三
二
〇
～
一
三
八

八
）と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
日
次
記
』に
は
、
良
基

の
死
後
に
写
さ
れ
た
日
記
が
含
ま
れ
て
お
り
、良
基
編

と
す
る
理
解
は
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
た
だ『
師も

ろ

守も
り

記き

』

に
は
、良
基
が
日
記
を
年
代
順
に
編
纂
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
良
基
の
代
に『
日
次

記
』編
纂
の
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
時
点

で
は
、『
日
次
記
』は
良
基
一
人
の
手
に
か
か
る
も
の

で
は
な
く
、良
基
以
降
も
二
条
家
の
人
々
に
よ
っ
て
日

記
の
収
集
お
よ
び
編
纂
が
行
わ
れ
、十
六
世
紀
に
今
の

『
日
次
記
』の
か
た
ち
に
編
纂
・
整
備
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

『
日
次
記
』を
め
ぐ
る
公
家
と
武
家

　
『
日
次
記
』は
本
来
、
二
条
家
伝
来
の
書
物
で
あ
り
、

秘
本
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
慶
長
十
九
年（
一
六
一

四
）、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
大
規
模
な
古
典
籍
の
書
写

事
業
が
行
わ
れ
る
と
、二
条
家
所
蔵
の『
日
次
記
』を
母

本
に
し
た
写
本
が
作
ら
れ
、そ
れ
が
家
康
の
所
蔵
と
な

っ
た
。
後
、
元
和
二
年（
一
六
一
六
）の
家
康
の
死
に
よ

り
、
同
写
本
は
江
戸
に
移
さ
れ
、
徳
川
将
軍
家
の
所
蔵

と
な
っ
た
。

　

寛
永
十
年（
一
六
三
三
）、
尾
張
徳
川
家
は
、
将
軍
家

所
蔵
の『
日
次
記
』を
書
写
し
、『
日
次
記
』を
入
手
し

た
。
こ
れ
が
蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』で
あ
る
。

　

さ
て
、
近
世
に
お
い
て
、『
日
次
記
』を
所
蔵
し
て
い

た
の
は
二
条
家
・
徳
川
将
軍
家
・
尾
張
徳
川
家
だ
け

で
は
な
い
。
水
戸
徳
川
家
、
紀
伊
徳
川
家
も『
日
次

記
』を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
家
が
所
蔵
し
た『
日

次
記
』は
、
蓬
左
文
庫
本
を
母
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
天
皇
家
も『
日
次
記
』を
持
っ
て
い
た
。

天
皇
家
が『
日
次
記
』を
手
に
入
れ
た
の
は
貞
享
二

年（
一
六
八
五
）で
、
こ
れ
は
、
将
軍
家
所
蔵
本
を
母
本

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
石
田
実
洋「『
明
月
記
』延
宝
奥

書
本
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
歴
史
』六
四
七
、
二
〇
〇
二
年
）。

な
お
、
現
東
洋
文
庫
所
蔵
の
岩
崎
文
庫
本『
日
次
記
』

が
紀
伊
徳
川
家
本
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
の『
日
次
記
』

が
天
皇
家
本
に
あ
た
る
。
水
戸
徳
川
家
本
の
残
存
状

況
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
江
戸
時
代
、『
日
次
記
』を
所
蔵
し
て

い
た
の
は
二
条
家
・
徳
川
将
軍
家
・
徳
川
御
三
家
・
天

皇
家
と
い
う
社
会
の
最
上
位
に
い
た
人
々
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、『
日
次
記
』は
権
力
者
が
持
つ
書
物
で
あ
り
、

権
力
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
書
物
で
あ
っ
た
た
め
、公

家
や
武
家
は『
日
次
記
』を
入
手
し
よ
う
と
積
極
的
に

動
き
、
交
渉
し
て
い
た
。『
日
次
記
』は
、
書
物
と
権
力

の
関
係
、書
物
を
め
ぐ
る
公
家
と
武
家
の
関
係
を
教
え

て
く
れ
る
希
有
な
書
物
で
あ
り
、興
味
が
尽
き
な
い
魅

力
的
な
書
物
な
の
で
あ
る
。

蓬
左
文
庫
本『
日ひ

な
み次

記き

』

―
新
発
見｢
後
小
松
天
皇
勅
書｣

と｢

足
利
義
満
安
堵
状｣

―
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後
小
松
天
皇
の
勅
書
・
足
利
義
満
の
安
堵
状

　

蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』甲
集
の
目
録
の
末
尾
に
は
、

応
永
十
年（
一
四
〇
三
）七
月
七
日
の
後
小
松
天
皇（
在

位
一
三
八
二
～
一
四
一
二
）の
勅
書
と
、
康
応
二
年（
一
三

九
〇
）正
月
二
十
四
日
の
室
町
三
代
将
軍
足
利
義
満（
一

三
五
八
～
一
四
〇
八
）の
安
堵
状
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
新
出
史
料
で
あ
り
、
こ
う
し
た
貴
重
な
史
料

を
発
見
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

簡
単
に
だ
が
、こ
れ
ら
史
料
を
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず『
日
次
記
』の
諸
写
本
の
う
ち
、勅
書
・
安
堵
状

は
蓬
左
文
庫
本
と
紀
伊
徳
川
家
本
に
だ
け
あ
る
。
ま

た
、蓬
左
文
庫
本
は
目
録
本
文
と
勅
書
・
安
堵
状
の
筆

跡
を
異
に
す
る
が
、
紀
伊
徳
川
家
本
は
同
筆
と
す
る
。

こ
こ
か
ら
、勅
書
・
安
堵
状
は
尾
張
藩
内
で
写
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

　

次
に
内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
、
二
条
家
が

代
々
相
伝
す
る『
玉ぎ

ょ
く

葉よ
う

』『
玉ぎ

ょ
く

蘂ず
い

』等
の
家
記
や
家
文
書

（
家
記
・
家
文
書
は
家
門
を
構
成
す
る
も
の
）を
二
条

家
の
家
門
と
し
て
安
堵
す
る（
家
門
安
堵
）内
容
を
持

つ
。
中
世
に
お
い
て
家
門
安
堵
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て

お
り
、今
回
発
見
し
た
勅
書
・
安
堵
状
も
そ
う
し
た
事

例
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
、そ
の
史
料
的
信
ぴ
ょ
う

性
も
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、こ
の
勅
書
・
安
堵
状
で
興
味
深
い
点
を
一

つ
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、二
条
家
の
家
門
と
し

て『
玉
葉
』『
玉
蘂
』が
特
筆
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
玉
葉
』は
九
条
兼
実
の
日
記
、『
玉
蘂
』は
九
条
道
家
の

日
記
で
あ
り
、九
条
家
か
ら
分
か
れ
た
二
条
家
に
と
っ

て
は
、い
ず
れ
も
父
祖
の
日
記
に
あ
た
る
。

　

中
世
社
会
に
お
い
て
、
代
々
の
父
祖
の
日
記
は「
家

記
」と
し
て
大
切
に
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
特
に
自
筆
の

日
記
は
格
別
の
扱
い
を
受
け
、嫡
流
が
継
承
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た（
松
薗
斉『
日
記
の
家
』吉
川
弘
文
館
、一
九

九
七
年
）。
た
だ
、
一
条
兼
良『
桃と

う

花か

蘂ず
い

葉よ
う

』に
よ
る
と
、

『
玉
葉
』『
玉
蘂
』の
自
筆
本
は
、
同
じ
く
九
条
家
か
ら

分
か
れ
た
一
条
家
に
相
伝
さ
れ
た
よ
う
で
、二
条
家
の

も
の
は
写
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、二

条
家
歴
代
当
主
の
自
筆
日
記
を
差
し
置
い
て
、『
玉
葉
』

『
玉
蘂
』が
二
条
家
の
家
門（
家
記
）を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、二
条
家
の
性
格
を
考

え
る
上
で
重
要
な
点
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
宿
題
と
し
た
。

蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』の
魅
力

　

蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』は
、『
日
次
記
』そ
の
も
の

の
書
物
的
性
格
に
加
え
、勅
書
・
安
堵
状
が
写
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
、学
術
的
に
貴
重
な
書
物
だ
と
言
え

る
。
ま
た
、
二
条
家
本
と
徳
川
将
軍
家
本（
目
録
の
み

現
存
）が
、近
世
・
近
代
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
、今

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、蓬
左

文
庫
本
は『
日
次
記
』の
現
存
写
本
の
中
で
最
も
古
い

写
本
と
な
り
、こ
の
点
で
も
価
値
を
高
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、蓬
左
文
庫
本『
日
次
記
』は
非
常
に
丁
寧
な

作
り
の
美
本
で
、
保
存
状
態
も
良
く
、
極
め
て
上
質
な

近
世
写
本
で
あ
り
、そ
れ
が
二
三
〇
冊
も
集
ま
る
と
圧

巻
で
あ
る
と
い
う
点
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

二
〇
一
七
年
度
末
か
ら
始
ま
っ
た『
日
次
記
』調
査

は
、
よ
う
や
く
全
二
三
〇
冊
の
調
書
を
取
り
終
え
、
一

段
落
つ
い
た
。
し
か
し
、『
日
次
記
』を
め
ぐ
る
議
論
は

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
私
た
ち
の
調
査
成
果

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て『
日
次
記
』研
究
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
研
究
科･

研
究
員　

手
嶋
大
侑
）

後
小
松
天
皇
勅
書
と
足
利
義
満
安
堵
状
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十
一
代
将
軍
徳
川
家い

え

斉な
り

の
御お

通と
お
り

抜ぬ
け

に
お
け
る

「
阿お

ら

ん

だ

蘭
陀
写う

つ
し

染そ
め

付つ
け

西せ
い

洋よ
う

風ふ
う

景け
い

図ず

花は
な

生い
け

」
お
よ
び
「
臺だ

い

」

　

本
年
秋
季
特
別
展「
殿
さ
ま
と
や
き
も
の
―
尾
張
徳

川
家
の
名
品
―
」（
主
催 

徳
川
美
術
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
ほ
か
）は
陶
磁
製
の
様
々
な
御
道
具
と
、蔵く

ら

帳ち
ょ
う・

箱
書
・

附
属
文
書
類
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
伝
来
・
用

途
と
場
・
仕
分
を
明
ら
か
に
し
、
今
日
の
陶
磁
器
研
究

に
鑑
み
た
製
作
地
・
製
作
年
代
等
と
合
わ
せ
て
紹
介
し

た
展
示
で
し
た
。
こ
の
展
示
で
紹
介
し
た
御お

数す

寄き

御お

道ど
う

具ぐ

の
中
か
ら
、
本
稿
で
は
十
一
代
将
軍
家い

え

斉な
り

の
御
通
抜

に
際
し
て
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
箱
書
・
蔵
帳
か
ら
知
ら

れ
る「
阿
蘭
陀
写
染
付
西
洋
風
景
図
花
生
」お
よ
び「
台
」

に
つ
い
て
、
簡
易
な
御
成
と
し
て
の
御
通
抜
と
い
う
行

事
の
中
で
の
役
割
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る「
阿
蘭
陀
写
染
付
西
洋
風

「
阿
蘭
陀
」と
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
の
総
称
で

す
。
こ
の「
花
生
」は
箱
蓋
表
に
は「
阿
蘭
陀
焼
」、ま
た

弘
化
三
年（
一
八
四
六
）出
来
の
蔵
帳
で
は「
阿
蘭
陀
写

耳み
み

附つ
き

御お
ん

花は
な

活い
け

」「
同ど

う

台だ
い

」と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
花
生
」は
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）三
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
た
家
斉
の
市い

ち

ヶが

谷や

邸て
い

御
通
抜
に
先
立
っ
て

購
入
さ
れ
た
旨
が
箱
書
墨
書
な
ら
び
に
尾
張
徳
川
家

伝
来
の
蔵
帳
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
か
ら
、
阿
蘭
陀
写

染
付
陶
器
の
製
作
・
流
行
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
基
準
作
例
で
す
。「
花
生
」に
つ
い
て
記
載
の
あ
る

蔵
帳
は
、
見
返
し
に「
此
御
帳
弘
化
三
年
午
秋
惣
／
御

道
具
御
用
人
衆
御
見
分
御
帳
／
御
引
合
古
之
節
出
来

之
事
」と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）、

江
戸
に
お
い
て
、
全
て
の
御
道
具
か
、
ま
た
は
全
て
の

御
用
人
衆
か
解
釈
は
分
か
れ
ま
す
が
、
御
道
具
を
実
見

し
、
何
等
か
の
別
帳
と
照
会
し
た
際
に
作
ら
れ
た
帳
と

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
帳
の
中
に「
天
保
三
年
辰
三
月
／
公
方
様
御
立

寄
之
節
御
買
上
之
御
道
具
」と
し
て
一
項
が
立
て
ら
れ
、

二
十
四
件
の
御
道
具
が
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
購
入
さ
れ
た
御
道
具
に
は
、花
生
が
十
口
、

花
台
が
六
台（
内
一
台
は
こ
の「
花
生
」の
附

つ
け
た
り

で
あ
る

「
台
」）、
花
盆
が
一
枚
、
生
け
花
用
の
御
道
具
と
し
て

鋏は
さ
み

や
鉈な

た

、小
板（
敷
板
）等
が
含
ま
れ
て
お
り
、生
け
花

に
か
な
り
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

景
図
花
生
」（
以
下
、「
花
生
」と
略
称
）お
よ
び「
台
」（
挿

図
１
）は
、江
戸
時
代
に
御
三
家
筆
頭
の
家
格
を
誇
っ
た

尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
染そ

め

付つ
け

陶と
う

器き

製
の
一
基
で
す
。

「
花
生
」の
胴
部
を
帯
状
に
区
切
っ
た
中
に
染
付
で
描

か
れ
た
風
景
図
は
、
煉れ

ん

瓦が

製
と
み
ら
れ
る
ア
ー
チ
橋
、

ド
ー
ム
形
の
屋
根
を
持
つ
重
層
の
建
築
物
が
透と

う

視し

遠え
ん

近き
ん

法ほ
う

を
意
識
し
た
表
現
で
描
か
れ
た「
洋
風
画
」で
す
。

一
方
、「
花
生
」に
附
属
す
る「
台
」の
天
板
部
分
に
も
、

尖せ
ん

塔と
う

の
あ
る
重
層
建
築
物
、
煉
瓦
製
と
み
ら
れ
る
都
市

の
外
壁
、
入
港
す
る
帆は

ん

船せ
ん

な
ど
が
染
付
で
描
か
れ
て
い

ま
す（
挿
図
２
）。
た
だ
し
こ
の
画
は
、
西
洋
画
法
を
意

識
し
た「
洋
風
画
」で
は
な
く
、
平
面
的
に
モ
チ
ー
フ
を

描
い
た「
西
洋
風
景
図
」で
す
。　

こ
う
し
た
洋
風
画
・

西
洋
風
景
図
に
加
え
、

細
密
な
花
卉
文
を
藍
地

に
描
き
込
む
装
飾
部
分

を
も
つ
ス
タ
イ
ル
の
染

付
陶
器
の
一
群
は
、「
阿

蘭
陀
写
」と
江
戸
時
代

に
は
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
陶
磁
器
に
お
け
る

挿図1

挿図2
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ま
す（
挿
図
３
）。

　

と
こ
ろ
が
天

保
三
年
三
月
二

十
三
日
の
家

斉
の
御
通
抜
に

つ
い
て
の
記
録

『
文ぶ

ん

恭き
ょ
う

院い
ん

様さ
ま

市い
ち

ヶが

谷や

御お

通と
お
り

抜ぬ
け

之の

記き

』（
徳
川
林
政

史
研
究
所
所
蔵
）

に
は
、
蔵
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る「
花
生
」お
よ
び「
台
」ほ
か
、購
入
し

た
御
道
具
に
つ
い
て
は
一
件
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
蔵
帳
記
載
の
御
道
具
類
は
、
記
録
さ
れ

た
座
敷
以
外
の
場
を
飾
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
花
生
」に
類
す
る
阿
蘭
陀
写
染
付
陶
器
の
作
例
に

は
、
煎せ

ん

茶ち
ゃ

道
具
で
あ
る
急
須
や
涼り

ょ
う

炉ろ

、
食
べ
物
を
詰
め

る
重
箱
・
大
皿
や
台
付
花
生
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
特
殊

な
器
種
と
し
て
刀
掛
や
脚
付
大
型
盤
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
装
飾
文
様
は
西
洋
風
景
図
や
西
洋

人
物
図
と
共
に
中
国
絵
画
風
山
水
図
や
龍
・
唐
子
を
描

い
て
お
り
、「
中
国
」と「
西
洋
」と
い
う
ふ
た
つ
の「
異

国
」イ
メ
ー
ジ
を
折せ

っ

衷ち
ゅ
う

す
る
様
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
異
国
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
う
つ
わ
が
用

い
ら
れ
る
場
と
し
て
想
定
で
き
る
の
が
、
宝
暦
年
間

（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）頃
か
ら
人
気
を
博
し
は
じ
め

た「
料
理
茶
屋
」、い
わ
ゆ
る
料
亭
で
す
。
江
戸
の
名
高

い
料
亭
の
ひ
と
つ「
八や

百お

善ぜ
ん

」（
創
業 

享
保
二
年
・
一
七
一

七
）は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
と
器
で
知
ら
れ
た
店

で
、安
政
六
年（
一
八
五
九
）発
行
の
料
理
屋
番
付「
即そ

く

席せ
き

會か
い

席せ
き

御お

料り
ょ
う

理り

」で
は「
深
川 

平
清
」「
檜
物
町 

嶋
村
」と

並
ん
で
最
高
位
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
八
百
善
の
四
代
目
栗く

り

山や
ま

善ぜ
ん

四し

郎ろ
う

が
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）に
出
版
し
た
献
立
集『
江
戸
流
行 

料
理

通
』は
、初
編
に
は
八
百
善
の
常
客
で
あ
っ
た
絵
師
・
酒さ

か

井い

抱ほ
う

一い
つ（

姫
路
藩
二
代
酒
井
忠た

だ

以ざ
ね

の
弟
）が
挿
絵
を
、儒

学
者
で
文
人
・
亀か

め

田だ

鵬ぼ
う

斎さ
い

が
裏
表
紙
絵
と
序
文
を
手
が

け
、蜀し

ょ
く

山さ
ん

人じ
ん（

大お
お

田た

南な
ん

畝ぽ

）が
序
に
漢
文
を
寄
せ
た
豪
華

な
編
纂
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
人
気
を
博
し
て
お
よ

そ
十
年
に
わ
た
っ
て
版
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
献
立
集
に
は
会
席
料
理
・
本ほ

ん

膳ぜ
ん

料
理
の
ほ
か
、

中
国
・
明
時
代
風
の
精し

ょ
う

進じ
ん

料
理
で
あ
る
普ふ

茶ち
ゃ

料
理
や
、

長
崎
か
ら
伝
わ
っ
た
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の
料
理
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
卓し

っ

袱ぽ
く

料
理
の
献
立
と
、
食
卓
風
景
の
挿
絵
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

八
百
善
に
代
表
さ
れ
る
、
座
敷
を
構
え
た
江
戸
時
代

後
期
の
高
級
料
理
茶
屋
は
、
贅
沢
な
茶
・
料
理
・
酒し

ゅ

肴こ
う

を
楽
し
む
場
で
も
あ
り
、
ま
た
文
人
た
ち
、
諸
藩
の
江え

戸ど

留る

守す

居い

役や
く

、
大
名
た
ち
が
集
ま
る
接
待
・
社
交
の
場

で
も
あ
り
、ま
た
中
国
や
オ
ラ
ン
ダ（
西
洋
）の
文
化
と

直
接
接
触
で
き
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
最
先
端
の
文
化
人
で
あ
っ
た
文
人
た
ち
の
煎せ

ん

茶ち
ゃ

趣
味
・
異
国
趣
味
も
そ
う
し
た
空
気
に
溶
け
込
ん
で

お
り
、
し
か
も
こ
の
よ
う
な
場
で
の
異
国
風
と
は
、
卓

袱
料
理
が
象
徴
す
る
よ
う
に「
中
国
風
」も「
オ
ラ
ン
ダ

風
」も
併
せ
持
っ
た
折
衷
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
場
に
、
最
先
端
の
新
し
い
や
き

も
の
で
あ
る
、
中
国
・
西
洋
イ
メ
ー
ジ
の
折
衷
し
た
異

国
風
の
う
つ
わ
・
阿
蘭
陀
写
染
付
陶
器
が
用
い
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
政
四
年（
一
八
二
一
）正
月
十
八
日
、
十
一
代
将
軍

家
斉
と
世
継
・
家い

え

慶よ
し

は
こ
の
八
百
善
へ「
御
成
」（
実
際

に
は
御
通
抜
）を
行
い
、こ
れ
を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
文
政
～
天

保
年
間（
一
八
一
八
～
四
三
）に
複
数
回
の「
御
成
」を
行

っ
た
様
子
が
、
八
百
善
の
史
料
に
残
っ
て
い
ま
す
。
八

百
善
へ
の
御
通
抜
は
非
公
式
な
行
事
で
あ
り
、『
徳
川
実

紀
』の
よ
う
な
公
式
記
録
に
詳
細
は
記
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
一

種
奇
抜
な
洋
風
画
や
西
洋
風
景
図
を
描
い
た
こ
の「
花

生
」と「
台
」を
将
軍
家
斉
の
御
通
抜
に
際
し
て
の
御
道

具
の
一
つ
と
し
て
尾
張
徳
川
家
が
購
入
し
た
背
景
に

は
、家
斉
の
料
理
茶
屋
通
い
、料
理
茶
屋
で
の
異
国
文
化

の
流
行
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た

阿
蘭
陀
写
染
付
陶
器
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
徳
川
美
術
館
学
芸
員　

長
久
智
子
）

山車の左右側面に「惜
おしみ

車
ぐるま

」を取り付けている。山車の動きにあわせて上部の羽根がくるくると回った。

挿図3

御殿雛飾り　
明治時代　19世紀　志村正氏・恵子氏寄贈
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藩
主
の
学
問

　

尾
張
藩
の
初
代
藩
主
徳
川
義
直
が
、父
家
康
譲
り
の
学

問
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、夙
に
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ

の
学
問
の
基
礎
に
は
古
代
史
研
究
が
あ
っ
た
。

　
『
御
書
籍
目
録（
寛
永
目
録
）』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

に
よ
る
と
、
義
直
は
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
続
日

本
後
紀
』『
旧
事
紀
』『
古
事
記
』『
文
徳
実
録
』『
三
代
実
録
』

『
延
喜
式
』『
本
朝
書
目
録
』『
姓
氏
録
』の
一
〇
部
を
常
に

座
右
に
置
い
て
い
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
古
代
史
の
基

礎
的
史
料
で
あ
る
。

　

義
直
の
編
著
と
さ
れ
る『
神じ

ん

祇ぎ

宝ほ
う

典て
ん

』一
〇
冊（
九
巻

＋
図
一
巻
）は
、『
延
喜
式
』神
名
帳
に
記
載
さ
れ
る
全
国

の
神
社
の
神
名
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』を
は
じ
め
と
す

る
古
代
史
料
を
博
捜
し
て
考
証
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た『
類
聚
日
本
紀
』七
〇
冊（
一
七
〇
巻
＋
系
図
四
巻
）

は
、『
日
本
書
紀
』か
ら『
三
代
実
録
』ま
で
の
正
史
を
類

聚
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
代
藩
主
綱つ

な

誠な
り

は
、「
尾
張
国
風
土
記
」（
元
禄
の
風
土

記
）の
編
纂
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
完
成
し
な
か

っ
た
が
、編
纂
に
関
わ
っ
た
吉よ

し

見み

幸ゆ
き

和か
ず

や
天あ

ま

野の

信さ
だ

景か
げ

ら
の

実
証
的
な
古
代
史
研
究
を
後
押
し
し
た
と
さ
れ
る
。
ま

た
八
代
藩
主
宗む

ね

勝か
つ

は『
張ち

ょ
う
し
ゅ
う州

府ふ

志し

』の
編
纂
を
命
じ
、
九

代
宗む

ね

睦ち
か

は
そ
の
修
訂
を
命
じ
て
お
り
、こ
う
し
た
藩
主
主

導
の
編
纂
事
業
を
通
じ
て
、尾
張
藩
士
ら
は
古
代
史
料
を

調
査
し
、校
合
し
、考
証
す
る
と
い
う
実
証
的
な
学
問
を

確
立
し
た
の
で
あ
る
。

古
代
史
料
の
宝
庫

　

尾
張
藩
の
藩
主
・
藩
士
の
古
代
史
研
究
を
支
え
た
も

の
と
し
て
、現
在
も
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
、多
く
の

貴
重
な
古
代
史
料
の
存
在
が
あ
る
。

　

そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
の『
続
日

本
紀
』で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、金
沢
文
庫
は
一
三
世

紀
の
半
ば
に
鎌
倉
幕
府
の
重
臣
北
条（
金
沢
）実さ

ね

時と
き

が

創
設
し
た
文
庫
で
、
中
世
以
前
に
遡
る
貴
重
な
古
写
本

を
蔵
し
て
い
た
。

　

こ
の
金
沢
文
庫
本
を
、学
問
好
き
の
徳
川
家
康
が
入
手

し
た
。
晩
年
駿
府
に
隠
棲
し
た
家
康
の
蔵
書
は
、金
沢
文

庫
本
を
含
め
、一
千
部
一
万
冊
と
も
い
わ
れ
る
が
、死
後
、

そ
の
蔵
書
は
、江
戸
と
御
三
家
に
配
分
さ
れ
た
。
こ
れ
を

駿す
る

河が

御お

譲ゆ
ず
り

本ぼ
ん

と
い
う
。
尾
張
藩
主
義
直
に
は
、『
続
日
本

紀
』を
は
じ
め
と
し
て
、
同
じ
く
金
沢
文
庫
旧
蔵
の『
侍じ

中ち
ゅ
う

群ぐ
ん

要よ
う

』な
ど
の
古
代
史
の
一
級
史
料
が
譲
ら
れ
た
。

　

義
直
は
、
自
身
も
多
く
の
書
籍
を
購
入
・
収
集
し
、
二

代
藩
主
光
友
は
、
書
物
奉
行
を
置
い
て
、
蔵
書
を
保
管
・

管
理
す
る
体
制
を
整
え
た
。
名
古
屋
城
二
之
丸
の
御
文

庫（
後
の
蓬
左
文
庫
）は
、古
代
史
料
の
宝
庫
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
副
本
が
あ
る
も
の
は
、藩
士
へ
も
貸
し
出
さ
れ

た
と
い
う
。
尾
張
藩
に
お
い
て
は
、良
質
の
史
料
に
も
と

づ
く
、良
質
の
研
究
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
蓬
左
文
庫
講
演
会（
報
告
要
旨
）

こ
ん
な
に
す
ご
い
！

　
　
尾
張
藩
の
古
代
史
研
究

　
　
　
　
　
　
―
藩
主
・
藩
士
の
学
び
の
系
譜
―

図１　初代藩主徳川義直編『類聚日本紀』
　　　藩士稲葉通邦が校訂　名古屋市蓬左文庫蔵

図２　金沢文庫本『続日本紀』
　　　駿河御譲本　名古屋市蓬左文庫蔵
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ハ
イ
レ
ベ
ル
な
律
令
研
究

　

尾
張
藩
士
ら
の
古
代
史
研
究
の
特
徴
と
し
て
は
、
先

述
の
吉
見
幸
和
ら
の
影
響
を
受
け
た
考
証
学
的
な
研
究

で
あ
る
こ
と
、
古
代
史
料
の
厳
密
な
校
合
作
業
を
行
っ

た
こ
と
、「
続
日
本
紀
会
」や「
令
義
解
会
」「
令
校
正
会
」

な
ど
の
研
究
会
を
盛
ん
に
催
し
て
共
同
で
議
論
を
深
め

て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸
中
期
の
河か

わ

村む
ら

秀ひ
で

穎か
い

ら
を
中
心
と
す
る
研
究
会
で
、
そ
の
う
ち『
令
義
解
』研

究
の
成
果
は
、『
講こ

う

令り
ょ
う

備び

考こ
う

』に
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
講

令
備
考
』に
は
、江
戸
の
荷か

だ
の田
在あ

り

満ま
ろ

の
意
見
な
ど
も
加
え

ら
れ
て
お
り
、尾
張
だ
け
で
は
な
く
、江
戸
の
研
究
者
と

の
学
問
的
な
交
流
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、江
戸

後
期
に
も
、岡お

か

田だ

啓け
い

ら
に
よ
っ
て
、『
続
日
本
紀
』の
読
書

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

尾
張
藩
士
の
古
代
史
研
究
の
中
心
は
、『
日
本
書
紀
』

『
続
日
本
紀
』を
は
じ
め
と
す
る
六
国
史
の
考
証
と
、
律

令
、
と
く
に
令
の
研
究
に
あ
っ
た
。
前
者
の
成
果
と
し

て
、
河
村
秀ひ

で

穎か
い

・
秀ひ

で

根ね

の
兄
弟
と
秀
根
の
息
子
益ま

す

根ね

に

よ
る『
日
本
書
紀
集
解
』『
六
国
史
集
解
』な
ど
が
あ
り
、

後
者
の
成
果
と
し
て
、
前
述
の『
講
令
備
考
』が
あ
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、『
講
令
備
考
』に
も
参
加
し
て

い
た
神か

み

村む
ら

正ま
さ

鄰ち
か

に
よ
る『
関げ

ん

市し

令り
ょ
う

考こ
う

』と
、
稲い

な

葉ば

通み
ち

邦く
に

の

『
逸い

つ

令り
ょ
う

考こ
う

』で
あ
る
。

　
『
関
市
令
考
』は
、
欠
損
し
て
い
た
関
市
令
第
一
条
を

復
原
し
た
研
究
で
、『
逸
令
考
』は
散
逸
し
て
い
た
倉
庫

令
・
医い

疾し
つ

令り
ょ
う

を
復
原
し
た
研
究
で
あ
る
。
と
く
に『
逸

令
考
』は
、
日
本
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
唐
律
や『
唐
六

典
』な
ど
中
国
・
唐
の
法
制
史
料
も
踏
ま
え
た
精
度
の

高
い
復
原
で
あ
り
、
現
在
の
研
究
に
比
べ
て
も
遜
色
な

い
。
近
年
、
中
国
で
発
見
さ
れ
た
北ほ

く

宋そ
う

天て
ん

聖せ
い

令れ
い（
唐
令

を
含
む
）か
ら
も
、両
者
の
復
原
の
正
確
さ
が
確
認
さ
れ

た
。
尾
張
藩
の
令
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
証
明
さ
れ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

藩
士
に
よ
る
膨
大
な
随
筆
・
記
録

　

博
覧
強
記
な
藩
士
に
よ
る
膨
大
な
随
筆
・
記
録
が
残

る
の
も
、
尾
張
藩
の
学
問
の
特
徴
と
い
え
る
。
代
表
格

は
江
戸
中
期
の
天
野
信
景
に
よ
る『
塩し

お

尻じ
り

』で
あ
り
、
そ

の
記
述
に
は
、古
代
史
に
関
連
す
る
考
察
も
多
い
。

　

江
戸
後
期
の
細ほ

そ

野の

要よ
う

斎さ
い

の『
葎む

ぐ
ら

の
滴し

ず
く

』も
そ
う
し
た

系
譜
に
連
な
る
。『
葎
の
滴
』に
は
、
奈
良
の
正
倉
院
か

ら
流
出
し
た
古
代
の
文
書
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報
が

多
く
含
ま
れ
る
。
正
倉
院
文
書
は
、
幕
末
に
一
部
が
流

出
し
、尾
張
で
売
却
さ
れ
、細
野
要
斎
ら
が
購
入
し
て
い

た
。
尾
張
藩
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
不
名
誉
な
記
録

で
は
あ
る
が
、こ
れ
も
ま
た
、尾
張
藩
に
正
倉
院
文
書
の

価
値
を
正
し
く
理
解
す
る
古
代
史
研
究
が
根
付
い
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

（
愛
知
県
立
大
学
教
授　

丸
山
裕
美
子
）

文政5年3月条　堀川の桜

図３　河村秀穎ら『講令備考』
　　　各地にさまざまな段階の写本が残る
　　　図は、名古屋市蓬左文庫蔵のもの

図5　細野要斎（忠陳）『葎の滴』のうち
　　　「諸家雑談」　名古屋市蓬左文庫蔵

図４　神村正鄰『関市令考』
　　　明和版本
　　　名古屋市蓬左文庫蔵
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大
和
郡
山
藩
十
五
万
石
・
第
三
代
藩
主
の
柳
沢

保
光
に
よ
っ
て
し
た
た
め
ら
れ
た
添
書
。
こ
の

添
書
は『
常じ

ょ
う

憲け
ん

院い
ん

贈ぞ
う

大だ
い

相し
ょ
う

国こ
く

公こ
う

実じ
つ

紀き

』（
以
下
、『
実

紀
』）写
本
三
十
冊
に
付
属
し
て
蓬
左
文
庫
に
伝

来
し
て
い
る
。「
常
憲
院
贈
大
相
国
公
」と
は
犬

公
方
で
有
名
な
徳
川
綱
吉
の
こ
と
で
、『
実
紀
』は

綱
吉
の
一
代
記
で
あ
る
。『
憲け

ん

廟び
ょ
う

実じ
つ

録ろ
く

』の
書
名

で
伝
わ
る
写
本
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
蓬
左

文
庫
所
蔵
の『
実
紀
』に
は「
張ち

ょ
う

府ふ

内な
い

庫こ

図と

書し
ょ

」の

印
が
あ
り
、
尾
張
藩
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。

　

添
書
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、『
実
紀
』三
十
冊

が
亡
曽
祖
父
の
保ほ

う

山ざ
ん（

柳
沢
吉よ

し

保や
す

）に
よ
り
編
集

さ
れ
、
正
徳
四
年（
一
七
一
四
）十
月
に
日
光（
日に

っ

光こ
う

輪り
ん

王の
う

寺じ

門も
ん

跡ぜ
き

・
公こ

う

弁べ
ん

法ほ
う

親し
ん

王の
う

）へ
奉
納
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
、
そ
の
後
、
享
保
元
年（
一
七
一
六
）

十
二
月
に
老
中
井
上
河
内
守（
正ま

さ

岑み
ね

）を
通
し
て
、

亡
祖
父
甲
斐
守（
柳
沢
吉よ

し

里さ
と

）よ
り
有ゆ

う

徳と
く

院い
ん（
徳
川

吉
宗
）へ
献
上
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
柳
沢
吉
保
は
綱
吉
に
重
用
さ
れ
、
当
時
の

幕
政
を
主
導
し
た
人
物
と
し
て
著
名
。
吉
里
は

吉
保
の
子
息
に
あ
た
り
、
享
保
九
年
に
甲
府
か
ら

の
転
封
に
よ
り
大
和
郡
山
藩
主
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
文
書
に
署
名
し
て
い
る「
松
平
甲
斐

守
」が
吉
保
曾
孫
の
保
光
で
あ
る
。

　

こ
の
添
書
に
記
さ
れ
た
内
容
自
体
は
す
で
に

知
ら
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
享
保
元
年
に
吉

宗
へ
献
上
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
翌
年
に
吉

里
が
刪さ

ん

改か
い

し
、
幕
府
へ
提
出
し
た
と
さ
れ
る
も
の

が
内
閣
文
庫
に
現
存
し
て
い
る（
三
十
巻
三
十

冊
）。
蓬
左
本
は
構
成（
三
十
巻
三
十
冊
本
）や
書

風
が
内
閣
文
庫
本
と
類
似
す
る
写
本
で
あ
る
。

諸
本
と
の
比
較
調
査
は
、
当
時
の
幕
政
や
書
物
編

纂
の
研
究
に
も
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
保
光
署
名
入
り
の
添
書
が
付

属
す
る『
実
紀
』が
尾
張
藩
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
蓬
左
文
庫
に
伝
来
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
保
光
の
経
歴
か
ら
、
添
書
の
年
代

を
明
和
五
年（
一
七
六
八
）～
文
化
八
年（
一
八
一

一
）に
絞
れ
る
が
、
十
九
世
紀
の
尾
張
藩
の
蔵
書

目
録
に
は
姿
が
現
れ
な
い
。
長
く
江
戸
の
尾
張

藩
邸
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

蓬
左
本『
実
紀
』と
添
書
が
尾
張
藩
の
蔵
書
と

な
っ
た
経
緯
と
し
て
、保
光
が
尾
張
藩
へ
贈
呈
し

た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、事
実
関
係
は

未
詳
で
あ
り
、調
査
の
進
展
が
待
た
れ
る
。

　

蓬
左
文
庫
の
蔵
書
は
、
尾
張
藩
の
藩
主
・
藩
士

が
収
集
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
な
か
、
こ
の

よ
う
に
他
藩
大
名
の
文
書
が
添
え
ら
れ
た
書
物

は
極
め
て
特
異
で
あ
る
。
単
な
る
蔵
書
史
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
大
名
社
会
の
交
流
の
中
に
そ

の
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
学
芸
員　

今
和
泉
大
）

蓬左文庫

柳や
な
ぎ

沢さ
わ

保や
す

光み
つ

添そ
え

書が
き

（
６
８

−

９
）




